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論 文 内 容 の 要 旨

本論 の 目的 は、1860年 か ら1990年 までの ドイツにお ける心理 学の成立 と展開の過程 を、心理

学の理論 と方法を直接 に評価す る学説史 の視点か らではな く、 これ を成 り立たせ る制度的基盤

に着 目して 、心理学の状態 を間接的 に推定す る制度史の視 点で考察す るこ とである。

具体的 に言 えば、 この間に起 こった大学 の拡大 と分化 が心理 学に及ぼ した影響 を検討す るこ

とが本論 の中心 となる。 「心理 学の制 度化 のにない手が本質的 に大学 」であ り、 「これ は一見 さ

さい な ことであるが、学 問 と研究 がお こなわれ る様 式において決 定的な意味 をもっ確 かな事実

で ある」(Kornadt,1985a)と い う認識 は、 ドイツでは特異 な もので はない。マ ックス ・ウェー

バー は 「職業 と しての学 問」 の講i演を始 めるにあた り(Weber,1919)、 「われ われ経済 学者 は

(略)い つ も物事の外 的事情 か ら出発す る」 と言って、大学 におけ る私講師や助 手の給料や職

務条件 に言及 してい る。 トー メは、心理 学の対象 と方法が全体的 な精神史 の状況の結果 であ り、

心理学 を ささえる組織(大 学や学会 な ど)が もつ ところの、時 として政治的な態度 によって少
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なか らぬ影響 を受 けて きた と述べてい る(Thomae,1977;Lehr,1988)。

ベ ン ・デ ビッ ドらは心理 学 が なぜ成 立 したか を大胆 に説 明 しよ うとしたが(Ben-David&

Collins,1960)、 本論で はむ しろ心理学が どのよ うに展開 して現在 の状態 になったか とい う過程

の記述に重点をお き、心理学 が百年 とい う長い時間 をか け、紆余 曲折 を経験 しなが ら 「ゆっ く

りと成長」 して きた学 問(Traxe1,1985)で あるこ とを示す。 トラ クセルが 「現代のた めの歴

史」で述 べた よ うに、歴史論 には過去 をふ りか えることだ けで はな く、現代 を考え るとい う意

味があ る。本論 の基本的 な姿勢 は、心理学 の成立 よ りは展開 を、説 明 よ りは記述 を、過去 よ り

は現代 を重視 しなが ら、心理 学の学説 よりは、それ をささえる土台が どんなものであったかを

考 え るとい うことである。本論 で使 う 「ドイ ツ心理学」とい う概念 は今 では一般的ではないが、

1940年 代 か ら50年 代 にか けて、ドイツ文 学や ドイ ツ法 と同 じく普通 に使 われ ていた(高 木,1949;

前 田,1954)。 心理学が真 の学問であ るためには、ドイツ とい う特定の文化 をこえた普遍性 を も

っ ことが必 要であ ると共 に、糸 の切れ た凧 にな らぬ よ うに、その文化 に しっか りと根 をおろす

ことも必 要である。後者の観点 は、職業 としての心理 学 を考 える ときに とくに重要であ る。 ド

イ ツ心理 学は、その地域 の文化 との関連 に着 目した ときの概 念で ある といえる。

「心理学」とい う概 念 については次の よ うに考え る。 学問が健 全 に発 展す るには、外 に向かっ

て拡 大す る遠 心力 だ けで な く、 内 に向 かっ て深 化す る求 心力 が必 要 だ とい う考 え方 が あ る

(Weinert,1987)。 行動科 学や認 知科 学は外 に向か う傾 向があ り、心理学 の進歩 はこの脈絡 で

理解 され ることが多い。一方 、心理学 とい う概念は、内 に向か って深化 し、「これ を統合す るカ

を指す。 この場合 の心理学 とは、特定の問題群 を指す とい う以上 に、そ の問題 に対す る態度 を

指す概念 である。

本論 は七章 の構成で あるが、内容 は次の三つに分 け られ る。

(1)序 論 と心理学の成立過 程(一 、二、三の章)

一章(心 理学史の方法論)で は
、制 度論的な心理学 史研 究の視点 と方法 にっいて述 べ る。 と

くに、 ヴン トな どの学問的活動に よって心理学が興 隆 し、国民社会主義 の政治 によって心理 学

が衰退 した とす る通説 に対 して、本論 ではその作用 が直接 的な もので はな く、大学 とい う制度

を媒介 に して間接的な形 で起 こった とい うことを示す。 また、興隆で あれ衰退で あれ、その実

態が どうで あったかに着 目して考察 をお こな う。次頁 の図表は、心理学史 の通説 と本論 の立場

を要約 して示 し、心理 学がた どる時間的な経過 を数量 的 にあ らわ した ものである。

さ らに、一般にお こなわれ る心理学 史(人 物史や学説 史)に 対 して 、制度論的な心理学史 が

もつ特徴 と意義 について論 じる。政 治 と心理学の関係 について は、邪悪 な政治は邪悪な心理学

をまね くとい うよ うに、政治思想 と心理 学を一体化 させ る場合 と、心理学 の学説 を政治思想 か
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表1.心 理学史の通説

原因 結果 説明

ヴン ト 心理学の興隆 内発的

国民社会主義 心理学の衰退 政治的

表2.本 論 の 立 場

独立変数 媒介変数 従属変数 説明

ヴン ト

大学

緩徐型の成長

内発的

かっ

社会的

国民社会主義 停滞と制度化

西 ドイツ 継続と大拡張

通 鋭 の イ メー ジ
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図1-2-1.通 説 の イ メー ジ と学 位 論 文 数 お よ び学 会 員 数 の 変 化(Geuteh1986;1987)
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ら切 り離 して別ので きごととみ る場合 があ る。 これ に対 して本論で は、第 三の立場 に立 ち、政治

と心理学 は無 関係 で はない が、さりとて同 じで もない と考 える。す なわち、政治が心理学 にあた

えた影響は単純で直接 的な ものではな く、大学や軍 を介 した間接 的で複合的 なもの と考え る。

また、 ドイ ツ心理学の発展段階 についての試案 を提 起す る。 第一期 は1860年 代 か ら1910年 代

まで、第二期 は1920年 代 か ら1960年 頃 まで、第三期はそれ以後 の現代 ドイ ツ期 とす る。 とくに

第二期 はワイマール期 、国民社 会主義期、西 ドイツ期前 半にわた る政 治の激変 の時期で あるが 、

心理学史ではむ しろ連続 的 な性質 をもつ時代 である。 それ よ りは、1870年 代の帝制 ドイツ と、

1970年 前後 の西 ドイ ツに起 こった大学 の拡大 の方が心理学の大 きな転機 になった。各段 階の特

徴 は、 よいかわ るいか とい った単純な ものではな く、諸要因が複雑 に作用 しあ う性 質 をもつの

で、類型論的な概念構成 に よって述べ る。

本論で は、学問の進歩 をパ ラダイム ・シフ トによって説明す るのではな く、特定パ ラダイム

にも とついてお こなわれ るノーマル ・サイエンスの意義 と、それ を ささえる不特定多数 の学者

集団(学 問共 同体、学会 、学派、ツ ンフ ト)の 役割 に着 目して考察す る。 したが って、大学内

で は心理学研究室の設置 、大学 をこえた心理学会 の設立、大学 内 と大学 間の両方 にまたが る学

派 の形成 な どが論 じられ る。

二章(大 学の近代化 と心理学の成 立)で は、心理学 の成立が 、同 じ時期 に起 こった ドイツの

大学 の拡大 と分化 、 とくに哲学部が拡 大 して研究室制度が普及 してい く過程で、心理 学者 が哲

学教授職 にっ き、心理 学研 究室が設置 され ることによって実現 してい くことを述べ る。 ただ、

この過程 には地域 差があ る。 これ が最 もはや く進ん だのは中部 ドイ ツのライプチ ヒであ り、そ

れに次 ぐのがプ ロイセ ンのベル リンな どであ る。 ライプチ ヒは最 もはや く急激 に拡大 し、1860

年代 か ら70年 代までの十年 間に学生数 が ほぼ垂 直状 に増加 して三倍 にな り、1870年 代 の六年間

はベル リンを上まわ る ドイツ最 大の大学であった。心理学の制度的基盤 の確立(ヴ ン トの教授

就任 と心理学研 究室の設置)は 、大学拡大期 の後半 に実現 してお り、ライプチ ヒでは特にはや

い方ではなか った。

南西 ドイツのハ イデルベル クや 、オース トリアの ウィー ンな どでは、哲学部の拡大はお くれ

た。 とくに、19世 紀お わ りのオー ス トリアの哲学部 は医学部な どよ りはるか に小 さく、心理学

の発 展に貢献 した とされ るオース トリアにおけるブ レンター ノな ど哲学者の活動 をささえ る制

度 的条件 は、 ドイ ツ北部 の大学 と比べ て脆弱 であった。 なお、心理学研 究室が各地の大学 に設

置 され るのは、一般 にそ の大学 に主要分野 の研究室がで きたあ と、哲学部の規模 があ る程度 大

きくな り、新興分野 の研究室 の設置 が始 まる時期で ある。

三章(心 理 学 自立 の過程 哲学 との関係)で は、心理学が哲学か ら分かれて 自立 してい く長

い過 程 の制度 的側 面について述べ る。 「心理学」 とい う名 のつ く研究 室は比較的 はやい時期 に
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各 地 の大学 に設置 され て い る。 これ に対 して、心理学 固有 の教授職 がで きるのは研 究室 よ り

ずっ とお くれ る。 心理学者 が就任 す る教授職 は、 「美学 な らび に心理学お よび教 育学 を含む哲

学」(1920年 代 の ヴュル ツブル ク)の よ うに、分野間の境 界が はっき りしない ものが多 く、これ

に就任す るのは どの専門の学者で もよかった。 これ は、 日本の心理学者(元 良勇次郎)が1890

年代 には じめてついた東京 大学 の講座名(心 理 学倫理学論理 学)を 思わせ るもので あった。ベ

ル リンで心理学者がっい た教授職 の名 は、1894年 か ら1935年 まで 「哲学」であった。1930年 代

には 「性格学 を特別 に考慮 した哲学」の教授職 ができたが、単に 「心理 学」 どい う名 にな るの

は1942年 である。

哲学者 と心理 学者 は平和に共存 していた とい うよ りは、学問上の論争 だけではな く、教授の

人事 をめ ぐって も競争 していた。哲学 と心理学の関係 は未 分化 で流 動的であった。 この時代 の

両者 の関係 を推 定す る と次の よ うになる。今 では哲学者 と心理 学者 は簡 単に区別で きるが 、昔

は次 の四種類の学者 がいた と考 え られ る。 すなわち、第 一が純粋 の哲学者 、第二が心理学 に関

心を もっ哲学者、第三が哲学 に関心 をもつ心理 学者 、第 四が実験心理学者 である。相互 の関係

を ど う認識す るかは、各 自の立場 によってちがいがあった。

ヴン トはこれがすべて共存す るこ とを願 ったが、多 くの哲学者 は実験心理学者 を哲学か ら排

除 しよ うとした し、実験心理学者 も哲学か らの独 立を望 んだ。 しか し、そのあ と第一次大戦後

になる と、第一 と第二の哲学者 の群 と、第三 と第 四の心理 学者 の群 のあいだの境界 がはっき り

として、哲学か らの分化 と心理学 の統合が実現 してい く。 哲学 と心理学の対 立の表面化 と、分

化 の時期 の 目安 として は、1904年 の実験心理学会の設 立 と、1929年 の ドイ ツ心理学会 の設 立(実

験心理学会 の改称)が 考 え られ る。

この問題 について、 当時の 日本 の代表的哲学者 が、哲 学 と心理学は制度 上分 かれ るのが合理

的だ とい う見解 を発表 してい る(桑 木 、1919)。 これ と同 じ年 に、東京大学 には じめての 「心理

学」 とい う名の講座 が設 け られた。

(2)国 民社会主義体制にお ける心理学(四 、五、六の章)

国民社会主義 と心理学の関係 と、 この体制期 に心理学 が どんな状 態であったか について述べ

る。一般 には独裁政治 によって心理学が衰退 した とみ な され てい るが、実際の過 程は もっ と複

雑 であ り、次の よ うな複数 の側面が ある。

第 一は、国民社会主義特有の思想 と政治に よって問題 が起 こる場合 である。非アー リア系 と

左翼 系の学者 に対す る弾圧 と、大学全体の大規模 な削減政策 によって 、数十人の心理学者 が追

放 され 、定員 と予算が削減 されたのが これにあたる。

第 二は、すで にワイマール 期 にあった傾 向が、政治の激変 に もかかわ らず、そのまま継続す
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る場合 である。 た とえば、心理学 を主専攻 に して学位論 文 を提出で きる大学が増加 し、心理学

の研 究室 の規模が拡大 し、それ を分室や演習室な どか ら 「研 究室」 とい う名称 に変 える大学 が

増加す る傾 向はワイマール期 か らあったが、国民社会 主義期 になって もこれ がそ う変 わ らず に

続 く。

第 三の側面 は、 この時代 の思想 とい うよ りは、おそ らくは戦争 との関連 で、心理学 の職業化

と制度化 の条件が生 まれた こ とである。 この時代 に軍事 力が強化 され、軍人 の適性検査 をお こ

な う専任 の心理士(学 位 取得者)が 増加 して数 百人 に達 し、開戦時には ドイツ心理学会 の会員

が増加 に転 じる。 これ に ともなって、応用心理学が活発 にな り、心理学は気象学や物理学 な ど

と共に職業実践 に結びつ く学 問 とみ とめ られ、実学系のデ ィプ ロー ム学科 として、1941年 に哲

学 とは別 の課程 を大学 に設 け る法令 が制 定 され、1942年 には各地の大学で実施 され る。1943年

の ドイツ心理学会理事会 の回状 では、哲学 に対す る勝利 宣言の よ うな ものが書かれ ている。

国民社会 主義 期 にお ける心理 学の過程の複 合性 について は、次 の よ うな指摘が ある(L廿ck,

u.a.,1987,S.87)。 この状況 につ いては、次 の五っ の考 え方 があ る。す なわち、(1)心理学 はそ

もそ も存在 しなかった。心理 学は人 間に奉仕す る学問で あ り、人間 を抑圧す る独裁政治 とは相

入れ ないか らで ある。(2)心理 学は存在 を許 されず弾圧 され、多 くの心理学者 が追放 され た。(3)

心理学 は奨励 され た。 なぜ な ら、宣伝や洗脳 に利用 できたか ら。(4)心理学は当時の政治 とは関

係 な く、それ まで と同 じ道 を進 んでいた。(5)追放 をまぬがれて ドイ ツに残った心理 学者 は、す

べて国民社会主義体制 に組み込 まれ 、当時 の ドイツ心理学 には遺伝心理学 と人種 心理 学のほか

は何 もなかった。 これ につ いて リュ ック らは、以上五つの解 釈がそれぞれ根拠 のあ るものだ と

して も、その うちの どれかひ とつだけが正 しい と考 えない よ うに して ほ しい と言 ってい る。

四章(ゲ シタル ト学派 の位置)で は、国民社会主義 と心理学 の思想面での関係 にっいて、ゲ

シ タル ト学派 を例 に して述べ る。 ゲシタル ト学派や精神 分析諸派 の学者 の追放に よ り、 ドイツ

心理学が衰退 した とい う考 え方 を批判 的に検討す る。五章(防 衛軍 を中心 とす る心理 学の職業

化)で は、軍 におけ る心理 士の増加 に着 目して、心理学の職業化 の過程 について述べ る。六章(大

学にお ける心理 学の制度化)で は、デ ィプローム制 度の骨格 をなす 「心理学専攻者 のためのデ ィ

プ ロー ム試験規程 」の全容(Kroh,1941)を 記 し、この法令 が制 定 され る経過 と、大学 にお げ

る心理学の制度 的基盤 の確立 に及 ぼ した影響 にっいて述べ る。

(3)西 ドイツ期 の心理学(七 章)

七章(第 二次 大戦後 の再 出発)で は、1933年 か らの独裁体制 と、1945年 の敗戦 に よって、 ド

イツ心理学が根本 的な変化 を余儀 な くされ た とい う通説 を批判的 に検討す る。 ワイマール期 か

ら国民社会主義期 を経 て、1950年 代 の西 ドイ ツ期までは政治の激変期で あるが、心理学制度化
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の過程 として はむ しろ連続性 のあ る時期 である ことを論 じる。

す なわ ち、敗戦後の西 ドイ ツ地域 では大学 は強い制裁 を受 けることがな く正教授 中心 の研 究

室制度が維持 された。大 半の心理 学教授 は留任 して 、学説 は類 型学 と性格 学が中心であった。

アメ リカの実験心理学 と心理統計法 が受容 され るのは戦後 ただ ちにではな く、一呼吸お くよ う

に十数年 た った あ とで あ る。 ア メ リカ心理学 の受容 に時 間がか か ったの は ドイ ツだけで はな

く、オラ ンダ もそ うであった(Strien,1990)。 ア メ リカ心理学 に対 して示 したため らい は、 ドイ

ツに限 らず ヨー ロ ッパ の心 理学者 の一般 的な態度 では なか ったか と思われ る。オ ラ ンダ の レ

ヴェスは学生 に向か って 、アメ リカ人 の うわべ だけの仕 事熱 心 さの まね をせず に、 ヨー ロッパ

の伝統 に忠実で あるよ うに と呼びかけている。 これ は、独裁制 か民主制か とい う政治 の問題 で

はな く、アメ リカ とヨー ロ ッパ の文化 のちがい として考 えるべ きこ とで あろ う。

教育面 では、大戦 中に制定 され たデ ィプ ロー ム試験規程 が、西側 占領 地区の大半の大学で、

若干 の字句 が修正 され て復活 した。 心理学研 究室 は、主任 で ある教授が1人 、講師や助手 をあ

わせ て2人 ない し4人 とい う従前の構成 が引 き継 がれた。1953年 の西 ドイ ツの大学の心理学者

は あわせ て50人 程度 で あ り(Busch,1956)、 当時 の 日本 の大 学 に数 百人 の心理学者が いたの と

比べ るとはるかに少 な く(朝 倉 、1987b)、 ドイ ツ心理学会 の大会は閑散 としていた(前 田、1954)。

ドイツ心理 学の小規模 で沈滞 した様 子は、独裁 と戦争の結末 である とい う考 え方 もあるが、

本論では隆盛 した ものが衰 退 した とは考 えない。 む しろ1950年 代の ドイ ツ心理学 は、衰退す る

ほ どには隆盛 していなかった ワイマール期の状況 を引 き継 い だ もの とみ る。 この状況 は大学の

どの分野に もあった ことで あ り、心理学固有の事情で起 こった こ とではない。なお、 ドイ ツ心

理学 の規模 の小 ささは、 もし 日本 の大学が 旧制度 を維持 してい た とすれ ば と考 える と、理解が

容易 にな る。

ドイ ツ心理学の大 きな転換 は戦争 を境 に してで はな く、1960年 代 以後 に実現す る。 この頃は

大学全体が拡大す る時であ り、それ に応 じて心理学の学生 も増加 した。 それ に加 えて、心理学

専攻者が大学生全 体に 占める割合が数倍 に増加 して 、心理学者 も急 増 した。1960年 か ら80年 ま

でに、心理学の学生数 は十倍 にな り、大学で安定 した位 置 を 占める分野(自 然科学部や工科大

学 の平均的学科の規模)に 成長す る。

今 さらなぜ ドイ ツ心理学 を とりあげるのか、 とい う疑 問が しば しば出 され る。 しか し、 この

意見 は、 ドイ ツでは1950年 代 の状況が今 も続 いてい るとい う非現実 的な前提でのみ成 り立つ も

のである。 ドイ ツの大学 と心理学 は、1960年 代以後に大 き く変わ った。 この頃 に起 こった大学

の拡大 は、大衆化の あ らわれ として否定的 な面だ けが伝 え られが ちであるが、 この過程で ドイ

ツ心理学 の本格的 な制度化 が実現 し、これ を土台 としてお こなわれ る研 究はふ たたび 「発展 し、

自 らの傾 向 を もつ 」(Kornadt,1985blよ うにな った 。 心 理 学 史 に つ い て独 自の 視 点 で論 じる良
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質の論 文が発表 され る よ うになったのは、 ドイ ツ心理学 の現状 に対す るこの よ うな 自信 か ら来

るものであろ う。

ドイツ心理学 を と りあげ るのは、その過去 に価値 が あるか らだけではな く、現在 に も意味が

あ るか らである。心理学 は今 、「世界的に急激 な発展 の途上」にある職業で あ り、世界 中で 「お

よそ30万 人 と推定」 され る心理職 の うち、約半数が ヨー ロッパ で活動 し、大学では多 くの学生

を引 きつける分野 となってい る(Lunt&Poortinga,1996)。 そ のなか でも、 質量 ともに国際級の

心理 士を擁iするのが ドイ ツであ る。 平均六年 間の集 中的 な心理 学教育 を受 け て、平均30歳 で

デ ィプ ロー ム課程 を修 了 したあ と、心理職 にっいて活動す る者 は3万 人 をこえる。 毎年1万 人

を軽 くこえる学生が大学 の心理学課程(定 員は3千 人強)に 応募 して くる。応募者 の数 は、同

時期 のアメ リカの心理学専攻 の学士数 と、人 口比では 同 じくらいで ある。

この よ うな心理学 の量的拡 大がなぜ起 こったのか。そ の原因 はたぶん一っではな く、い くつ

かの要因が複合 して作用 した もの とみ るべ きで ある。 しか し、時間的 にも状況 として も、 これ

に直接 の関係 があるのは、大学の拡大 と変化で ある。 この時期 の大学拡大は、ほかの ヨー ロッ

パ諸 国だけで な くア メ リカ に も起 こったこ とであ る。その過程でア メ リカの心理 学 も、絶 対数

で も相対 的な割合で も拡大 した。1970年 前後 は、国際的 にも心理学の制度的な転換期 ではなかっ

たか と思 われ る。

本論 では、第二次大戦後 、 とくに1960年 代後 半か ら大学 に起 こった変化 は、学問分 野の拡 大

再編成 と、女性の増加 とい うこ とが大 きな特徴 であ ると考 える。 あ くまでも試論 にす ぎないが 、

心理 学の拡大 はこの二つ の要 因が交錯 して作用 した例で はない か と思われ る。 なお、大学の大

衆化 とい う説明が有効か どうかは検討 の余地があ る。 詳細な逐年的資料が入 手で きるアメ リカ

(NSF;ACE)を 例 にあげ ると次の よ うであ る。

アメ リカの大学の学問教育(職 業教育 を除 く)の 領域 では、1960年 以降 に全体が増加 す るが、

増加率 は、物理科学や工学 よ りも生物科学や社 会科 学の方が大 きい。社会科 学の分野 では、経

済学や政治学 よ りも社 会学や心理学 の方 が高い増加 率 を示す。 なかで も心理 学は最 も順調 に拡

大 し、1980年 代 の大学続 計で は社会科学 か ら独 立 した項 を構成す るよ うになる。1950年 代 に工

学の数分 の一程度で あった心理 学の学士数 は、1990年 代には工学全体 と同数にな る。1960年 代

以 降の大学拡大は、同 じものがただ大 きくな るとい うことではな く、新興分野 の発展 とい う側

面がある。

女性 の増加 過程 は国に よって ちが った特徴がある。 アメ リカでは、女性 のカ レッジ進学 は も

ともと少 な くない。1960年 以降の特徴 は、大学院へ の進 出(た ての移動)と 、周辺部(教 員養

成や家政)か ら中心部(生 物科学や社会科学)へ の進 出(よ この移動)と い うことにある。 よ

この移動 は とくに注 目すべ きこ とで あ り、学生を最 も強 く引 きつ ける分野(医 学や法学)で は
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女性 が増加 し、女性 が あま り行か ない分野(物 理科 学や 工学)は 量的に停滞 している。女性 の

増加 は、これ を心配す る見方が あ るが(Baumann,1995)、 そ の是非 をただちに判 断で きるよ う

な単純 な現象ではない。 む しろ、 これ に関連 して どんな こ とが起 こったかを、価値判 断をま じ

えず に知 るのが重要だ と考 える。

1960年 代 か ら現在 にい た る状 況につ いて述べ るのが本論 の 目的の一つであ り、 当初 の構想 で

は七章のあ とに、 「いわ ゆる大学 の大衆化 と心理学 の本格 的拡大」 とい う題 の章 をお く予定 で

あった。 しか し、現在進行 中の現象は、視 点の設定 と同題 の分類が簡単ではない ので、こ こで

は構想 を示す に とどめた。 なお、巻 末に加 えた補論 は、現代 ドイツ心理 学につい て十年前 に論

じた もので ある。

論 文 審 査 結 果 の 要 旨

本論文 は、1860年 か ら1990年 までの130年 間 にわた る ドイ ツ心理学 の成立 と展 開過程 を、理論 ・

方法 を直接評価す る学説 史の視点か らではな く、それ を成 り立たせ る制度的基盤 に着 目し、 と

りわけ時代史的背景の もとで の大学制度の拡大 と分化 が心理 学 に及 ぼ した影響 にっ いて総合的

な分析 と考察 を施 した もので、全七章 と補論 一編 で構成 され てい る。

第1章 「心理学史の方法論 」では、社 会史的 ・制度論 的な心理 学史研 究の視点 と方法論 の特

質 について論者の立場 が詳 述 され る。 作業仮説 として ドイツ心理学の発展段 階を3つ の時期 に

区切 る。1860年 代 か ら1910年 代 までの帝 政期 を第1期 、1920年 代 か ら1960年 頃ま で(ワ イマー

ル期 、国民社会主義期、西 ドイ ツ期前半)を 第2期 、それ以後の現代 ドイツ期 を第3期 とす る。

第2期 は政治的 には激動期 で あるが、心理学上では連続 的な性 質 をもった時代 であ り、む しろ

1870年 代 の帝制 ドイツ と、1970年 前後 の西 ドイ ツに起 こった大学 の拡大 の方が心理学 に とって

大 きな転機 になった とす る。 とくに、 ヴン トな どの学 問的活動 に よって興隆 した心理学が国民

社会 主義 の政治 によって衰 退 した とす る通説に対 して、論者 は政治の作用 が直接的 なものでは

な く軍や大学 とい う制度 を媒介 に して間接的 ・複合 的な形 で起 こった との仮説 を提示す る。 論

者 の視点 は、学問の進歩 をパ ラダイム ・シ フ トに よって説 明す るのではな く、特定パ ラダイム

にも とついてお こなわれ るノーマル ・サイエンスの意義 と、それ を ささえる不特定多数の学者

集 団(学 問共同体、学会 、学派、 ツンフ ト)の 役割 に着 目す るのであ り、 したが って、大学内

で の心理学研 究室の設置 、大学 をこえた心理学会 の設立 、大学 内 と大学間の両方 にまたが る学

派 の形成 な どに考察 の力 点がおかれ る。

第2章 「大学の近代化 と心理学の成 立」では、19世 紀 中葉 の心理 学の成立が、 同 じ時期 に起
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こった ドイツの大学 の拡大 と分化 、 とくに哲学部が拡大 して研究室制度が普及 してい くなかで

心理 学者 が哲学教授職 につき、心理学研究室が設置 され るこ とによって実現 してい く過 程 を、

ベル リン、ライ プチ ッヒ、 ミュンヘ ン、 ウィー ンな どの主要大学での資料 に もとついて跡 づ け

る。

第3章 「心理学 白立 の過程 一哲学 との関係 一」で は、心理学 が哲学か ら分かれ て 自立 してい

く過程 が諸大学 の具 体的 な事例 をあげて制度面か ら考察 され る。 「心理 学」研 究室は比較 的は

や い時期 に各地 の大学 に設置 され るが、哲学 との確 執 によ り心理学固有の教授職 がで きるのは

研 究室設置 よ りか な り遅れ 、哲学 か らの分化 と心理学の統合が実現 してい くのは第一次 大戦後

であ るとし、哲学 と心理 学の対 立の表 面化 と、分化 の時期 は、1904年 の実験心理学会の設立 と、

1929年 の ドイ ツ心理学会へ の改変に象徴 され てい るとす る。

第4・5・6章 の3つ の章 は論者 が力点 をお く国民社会主義体制下におけ る心理学界 の動向

の考察 に当て られ る。

第4章 「ゲシタル ト学派 の位置」 では、国民社会主義 と心理学の思想 面での関係 にっいて、

ゲシタル ト学派や精神分析諸派 の学者 の追放に よ り ドイ ツ心理学が衰退 した とい う考 え方は短

絡 的である として綿密 な考察 を加 える。第一次大戦か ら第二次大戦 にかけての ドイツ心理学の

全 体像 を検証す るために、1920年 代 にベル リン大学を拠 点に活動 し、 ドイツ心理学 の名 を世界

にはせ たゲシタル ト学派 を と りあげ、この学派にっいての通説 を吟味 した上で、学派 の集 団拠

点 ・思想 ・人 間関係 な どの杜会的特徴 を浮 き彫 りに し、学者 の海外亡命 の実態、国民社 会主義

体制 とこの学派 の関係 が詳細 に考察 され る。一般 には独裁 政治 によって心理学が衰退 した とみ

な され ているが、ユ ダヤ系 と左翼学者へ の弾圧 と追放が激化す る一方で、学位授与大学の増加 、

心理学 の職業化 と制度化 の条件整備 な どワイマール期か らの傾 向が継 承 されてお り、 この時期

の評価 にっい ては多面 的な考察 が必要で あろ うと問題 提起す る。

第5章 「防衛軍 を中心 とす る心理学 の職 業化 」では、 この時期、学問を国民社会 主義 思想 に

あわせ るこ とが要求 され る一方 、社会問題 の解 決 と戦争 遂行 のた め合理 的な学問的方法 の発展

が要求 され、心理学 におい て も防衛心理学の発 展 とともに教育 ・臨床 ・応 用心理学 が伸展 して

い く様態 が心理学の職業化 とあわせて詳細 に跡 づ け られ る。

第6章 「大学 にお ける心理学 の制度化」では、デ ィプ ローム制度の骨格 をなす 「心理学 専攻

者 のためのデ ィプ ロー ム試験規程」 の全容 を紹 介 し、 この法令が制定 され る経過 と、大 学にお

ける心理学の制度的基盤 の確立 に及 ぼ した影響 が多角的に考察 され る。

第7章 「第二次大戦後 の再 出発」で は、 ドイツ心理 学の転 換 は、戦争 を境 に してではな く、

1960年 代以降の西 ドイ ツの大学全体の拡大 と軌 を一に して発 展 し、80年 代 までに安定 した分野

に成長 し職業上で飛躍的 な増加 をみた事実 を多様 な統計資料 で確 証す る。 この変化 は、大学 の
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大衆化 とい う説明 よ りも、デ ィプ ローム試験 の時代史 的変遷や諸外 国の資料 を もとに して、学

問分野の拡大再編 成 と女性の増加が交錯 して作用 した と見るのが妥 当で あろ うとしてい る。

補論 「ドイ ツ圏 にお ける心理学 の制度化 と職業化 一1970～1987一 」 は、現代 ドイ ツ心理学 の

特質 を明 らか に しよ うと、 ドイ ツ心理学の変遷過程 と現況 、学術制度 とその中での心理学 の位

置、心理学 の教育研究 の制度的特徴、職 業 としての心理 学の展開、心理職 の組織 と法律 の問題

につい て、国際比較資料 をも駆使 して総合 的に論 じてい る。

本論 文の功績 は、第1に 、 ドイ ツ心理学の歴 史を膨 大な資料 にもとつ くアー カイ ヴ ・リサー

チに よって総合的 ・体系 的に跡づ けた点にあ り、 日本 におけ る先駆的な研 究 としての意義 は大

きい。 第2は 、心理学 の発展史 を、心理学内部の必然性 か ら追究す る学説 史の視 点ではな く、

制度史 との関連 で把握す る論者 の試み は、心理学の展開条件や個々の研 究成果 を評価 す るさい

の相対的 ・複 眼的 な視 点の必 要性 とともに、社会 との相互連 関で心理学の動向 をとらえなおす

知識社 会学的なパー スペ クテ ィヴの必要性 を提起 してい る点 である。第3に 、 ドイツ心理 学を

め ぐる通説 、た とえばゲシ タル ト心理学 を ヴン ト心理学の もつ要素主義への反論 として と らえ

る見方、ナチスに よる研 究者 の亡命 と敗戦 が ドイ ツ心理学 をただちに衰退 させた とす る見方 に

対 して、多方面の資料 を提示 して再考を促 して いる点で ある。 ドイ ツ心理学史 を主題 に しなが

らも、 ヨー ロッパ諸 国やア メ リカ との影響 関係 、動 向の国際 比較 が視野 に入れ られてい る。 と

りわけ 目本 との比較 が随所 に見 られ、 日本心理学史 を理解す る上で も貴重 である。

心理学史 と社会史 ・制度史の連 関 を主題 に据 えて、綿密 なアーカイ ヴ ・リサーチで体系づ け

た骨太 の本論文は、ユ ニー クな先駆的研 究 として斯学 で高 く評価 されっづ けるであろ う。

よって 、本論文の提 出者 は、博士(文 学)の 学位 を授与 され るに十分 な資格 を有す る と認 め

られ る。
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